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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は、アラビア語およびヨーロッパ諸語資料の蒐集・整理・分析に基づき、西
アフリカの諸現地信仰の歴史的様相を考察することである。調査期間中に実施したセネガルおよびナイジェリアでの現
地調査では、アラビア語写本を始めとした資料群の調査を行い、それらの資料の分析から得られた知見などをもとに、
14世紀のマリ帝国における金産地と現地信仰との関係を考察した論考の発表や、18世紀末から19世紀初頭にかけてのナ
イジェリア北部におけるイスラームと現地信仰との関係に関する口頭発表などを行った。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research project is to consider the historical aspects of West Afr
ican belief systems through an analysis of Arabic and European written sources. Field research was conduct
ed in Senegal and Nigeria to gain access to the sources, especially the Arabic manuscripts. On the basis o
f an examination of the materials, including those found in the field research, I published a paper about 
the relationship between goldfields and the local belief system in the fourteenth-century Mali Empire. I h
ave also made an oral presentation considering the relationship between Islam and the local belief system 
in northern Nigeria from the end of the eighteenth century to the beginning of the nineteenth century.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 イスラームに関する史的研究は、今日まで、
西アフリカ宗教史研究を支える柱の一つと
なってきた。歴史研究に利用できる文字資料
が相対的に乏しいサハラ以南アフリカにあ
って、西アフリカに関しては、主にムスリム
（イスラーム教徒）の手によって書き残され
たアラビア語資料群が存在しており、それら
から得られる情報によって、この宗教の歴史
的諸相は、克明に描かれてきた。 
 しかし、イスラームがそうしたアラビア語
資料の分析に基づく歴史研究の対象となっ
てきたのに対し、イスラームと同程度の、も
しくはそれ以上の長期に亘って人々の生活
に根ざし、展開してきたと考えられる現地の
多様な信仰体系に関する議論は、歴史研究の
分野では十分になされてこなかった。その原
因の一つとして、アラビア語資料群の大半が
ムスリムによって書かれ、その紙幅の多くが
イスラームに纏わる諸事に割かれていると
いう事実を挙げることができるだろう。 
 ところが、そうしたアラビア語資料群の中
には、西アフリカの諸信仰体系の様相に関す
る情報が少なからず記されており、それらの
情報を抽出・整理・分析することによって、
これまで十分に検討されてこなかった現地
の諸信仰体系の歴史的諸相に迫ることがで
きるのではないかと着想した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、アラビア語およびヨーロ
ッパ諸語で書かれた9世紀以降の文字資料に
現れる、西アフリカの複数の現地信仰を整
理・分析し、個々の体系における具体的な信
仰対象や儀礼、規範、そこに参与した人々の
様相などを明らかにすることである。これに
よって、互いに異なる多様な現地信仰の体系
を「多様性」という語で抽象的に括ることな
く、各々の信仰体系の内容とその歴史を描き
出し、従来西アフリカ宗教史の把握に際して
しばしば採用されてきた、イスラーム史を中
心とする歴史認識の枠組みを相対化するこ
と、およびそうした個々の信仰体系を西アフ
リカ史に位置づけることを目指した。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、まず、西アフリカの現地信仰
体系に関する記述が現れる9世紀以降のアラ
ビア語資料群に広くあたり、その記述内容の
整理・考察に基づき、詳細な事例研究を進め
る対象を選定するという方法を取った。 
事例研究においては、アラビア語資料群に
おける記述と、探検記や旅行記を始めとした
15 世紀以降のヨーロッパ諸語資料群から得
られる情報とを突き合わせ、更に、人類学や
民族誌の先行研究群の内容も加味すること
で、考察対象となる現地信仰の歴史的様相の
解明を目指した。また、分析対象となる資料
のうち、特にアラビア語写本資料に関しては、
その渉猟・蒐集を目的とした現地調査を各年

度 1回ずつ実施することとした。 
 本研究課題の申請時には、15－16 世紀のソ
ンガイ帝国の現地信仰体系の諸様相（信仰対
象、儀礼、規範、当該信仰体系に参与した人々
など）を主要な事例研究の対象として想定し
ていたが、後述の通り（「４．研究成果、(3) 
今後の展望」）、政情不安が続くマリでのアラ
ビア語資料調査が困難であると判断したた
め、これまでに蒐集してきたアラビア語資料
およびセネガルとナイジェリアでの調査で
新たに渉猟した資料を礎に、14 世紀のマリ帝
国の南方地域において金の生産に携わった
「異教」の人々に関する考察と、18 世紀後半
から 19 世紀初頭にかけてのナイジェリア北
部の現地信仰体系に関する考察を事例研究
の内容として設定した。 
 
４．研究成果 
(1) 現地調査 
本研究課題は、アラビア語およびヨーロッ
パ諸語資料の渉猟・蒐集を基礎としているが、
特に西アフリカのイスラーム知識人達が著
したアラビア語著作の多くは、今なお未刊行
の写本資料である。現地調査を通じてそうし
たアラビア語写本資料の渉猟・蒐集に成功し
た点は、本研究課題の成果の一つに数えられ
るだろう。 
具体的には、セネガル（2013 年 1－3 月）
およびナイジェリア（2014 年 2－3 月）でこ
うした現地調査を遂行したが、まず、セネガ
ルでは、現地のスーフィー教団（イスラーム
神秘主義教団）であるムリッド教団の根拠地
トゥーバおよびジュールベルを訪れ、それぞ
れの町にある教団の図書館において、写本を
含むアラビア語およびウォロフ語資料の調
査を行った。更に、首都ダカールでは、シェ
ク・アンタ・ジョップ大学の黒アフリカ基礎
研究所において、同研究所が所蔵するアラビ
ア語写本の調査を行った。 
ナイジェリアにおける調査では、イバダン
大学の図書館を訪れ、同館が所蔵するアラビ
ア語写本資料、特に「(2) 事例研究」で後述
するソコト・カリフ国のイスラーム知識人達
の著作を調査した。 
また、これらの現地調査と並行して、フラ
ンス国立図書館が所蔵する西アフリカ・アラ
ビア語写本群のマイクロフィルムの蒐集も
行った。 
 以上の作業で蒐集・渉猟した資料を含むア
ラビア語資料群は、本研究課題のみならず、
より広く、西アフリカ史研究全体を支える重
要な柱の一つとなる。後述の「５．主な発表
論文等」の「〔雑誌論文〕③」は、そうした
点を踏まえ、9 世紀以降に書かれたアラビア
語資料のうち、西アフリカの歴史的諸相を読
み解くために利用できるものを大きく「地域
内資料」（西アフリカで書かれた資料）と「地
域外資料」（西アジア、北アフリカ、サハラ
沙漠で書かれた資料）とに分けて概観し、そ
れぞれに該当する幾つかの著作を、基本的な



書誌情報とともに紹介した。 
また、「〔雑誌論文〕②」は、上記のセネガ
ルにおける現地調査で得た知見などを交え
て、同地の複数のスーフィー教団図書館に関
する情報を纏めたものである。具体的には、
トゥーバおよびジュールベルにあるムリッ
ド教団の図書館、そして、カオラクにあるテ
ィジャーニー教団の図書館について、その名
称、所在地、施設利用のための手順、所蔵資
料の概要などを整理して提示した。 
 
(2) 事例研究 
セネガルとナイジェリアでの調査で渉猟
した写本資料を含むアラビア語およびヨー
ロッパ諸語資料の整理・分析から得られた知
見をもとに、後出の「５．主な発表論文等」
に記した複数の研究成果を発表した。特に
「〔雑誌論文〕①」と「〔学会発表〕①」は、
「３．研究の方法」で言及した事例研究の成
果の一部である。 
「〔雑誌論文〕①」では、9世紀以降のアラ
ビア語資料群に記された、西アフリカの金産
地に関する種々の逸話とマリ帝国の王マン
サー・ムーサー（在位 1312－1337 年）の語
りを検討した。そこから、14 世紀のマリ帝国
の南方に位置していたと考えられる金産地
が非ムスリムである「異教徒」の土地であっ
たことを明らかにし、金産地がその「異教徒」
によって司られることで初めて金を産出す
るようになると語るマンサー・ムーサーに、
帝国財政を支える基盤の一つであった当該
金産地に至る道から北方のムスリム勢力を
排除しようとする意図があった可能性を指
摘した。更に、アラビア語圏に伝えられたマ
ンサー・ムーサーの語りなどが、西アジアや
北アフリカのムスリムが抱くサハラ以南ア
フリカ像（「異教性」や「野蛮性」など）の
保持・強化に少なからぬ影響を及ぼしていた
であろう点も指摘した。 
 「〔学会発表〕①」では、19 世紀初頭、軍
事ジハードを通じて、現在のナイジェリア北
部一帯に相当する地域（ハウサランド）にソ
コト・カリフ国と呼ばれるイスラーム国家を
築いたウスマン・ダン・フォディオ（1817 年
歿）のアラビア語著作群を検討し、イスラー
ムの信仰・不信仰を基準に、彼がハウサラン
ドもしくは西アフリカの住民を如何に分類
したのかを明らかにした。また同時に、その
主たる活動が布教・教育から軍事ジハード、
国家基盤の形成へと移行していく過程で、こ
の分類とそれに基づく彼の思想が如何に変
遷し、その変遷が彼の活動や彼を取り巻く政
治環境の変化との関連において、如何なる意
味を有していたのかを考察した。そして、こ
の考察の中で、彼が不信仰の範疇で例示して
いる、当時のハウサランドに存在していたと
考えられる現地信仰の様相にも言及した。 
 
(3) 今後の展望 
本研究課題の申請時には、主たる事例研究

の対象として 15－16 世紀のソンガイ帝国の
現地信仰体系を想定しており、そのために、
アラビア語写本群を始めとした諸資料の渉
猟・蒐集を主目的とする現地調査をマリで実
施する予定であった。しかし、同国の政情不
安が長期化したことを受け、本研究期間中に
この調査を遂行することが困難であるとの
判断に至った。そこで、申請時に「本研究遂
行中に生じ得る問題点と対応策」として示し
た通り、新たな考察対象として、14 世紀のマ
リ帝国の事例と 18－19 世紀のハウサランド
の事例を選定し、上記の通り、それぞれに関
連する「〔雑誌論文〕①」および「〔学会発表〕
①」を纏めた。 
特に後者の事例については、本研究期間終
了後も研究の継続を予定している。「〔学会発
表①〕」では、ウスマン・ダン・フォディオ
が言及する現地信仰の信仰対象や儀礼など
を詳細に論じることができなかったが、今後、
アラビア語資料群の分析を更に進めること
で、18－19 世紀のハウサランド一帯における
現地信仰体系の諸様相を仔細に検討すると
同時に、イスラームと現地信仰との接触面に
おける思想および社会の歴史を詳らかにし
ていきたいと考えている。そのために、本研
究課題において調査を遂行することのでき
たナイジェリアを再度訪れ、国内各地にある
図書館・公文書館でのアラビア語およびハウ
サ語資料調査を遂行する予定である。 
また、これと並行して、18－19 世紀のハウ
サランドの現地信仰に関する情報を含むヨ
ーロッパ諸語の探検記や旅行記などの検討
も引き続き進め、最終的には、本研究課題で
提示した方法に則り、そこから得られた情報
と、アラビア語資料群に記された情報との擦
り合わせを行おうと考えている。 
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